
 

 

           ふじみ野市立駒西小学校  
ＴＥＬ：２６１－５９１５ 

平成２７年１月８日発行 第１１号 

ふじみ野市立駒西小学校長 森川 哲治 

新しい年を迎えて    

あけまして おめでとうございます。昨年は、保護者のみなさんやＰＴＡの各担当の方、学校応援団など地域

の方々にお世話になり、学校を支えていただきました。大変ありがとうございました。 

 さて、年が改まってから初めて見るものや初めてすることには、初日の出、初詣、初笑い、初夢、書き初めと

いうように、初の字がつきます。その中で初めて決意する心を「初心」といいます。「初心忘るべからず」とい

いますが、「生活の中で何をどう思い続けるか。」はなかなか難しいものです 

子供たちも「〜をがんばる。」と目標立てたり希望をもったりしたでしょうか。自分を振り返り、自分の良い

ところや不足しているところをはっきりさせ、自分の良いところをもっと高めるためにどのようにするのか。こ

んなところが自分には不足しているから、このようにして努力していこうということをノートなどに整理して、

自分の頭にはっきりと記憶させることは、意味があります。 

ここで、宇宙飛行士の若田光一さんからの新年の子供たちへのメッセージを紹介します。若田光一さんはさ

いたま市の出身で、スペースシャトルの宇宙飛行ミッションにロボットアーム操作の担当として参加するとと

もに、昨年は国際宇宙ステーションの船長も無事にやり遂げました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

若田光一さんは、5 歳の時アポロ 11 号にあこがれて、宇宙飛行士になるという希望をずっと持ち続けました。

ずっと心に念じ初心をつらぬき通したということになります。 

自分の希望というのは最終的には自分自身でつくりあげるものです。自然に「変わる」を待つのではなく、自

分で未来を「変える」という意識を持つことが大切です。行動を起こさない限り、状況を変えることはできませ

ん。自らの行動によって実現の方向へ何かを変えていくのだというような強い希望、つまり志をいつかはもて

ることにつながれば最高です。志は 21世紀を生きぬく力にもつながっていきます。 

 

子育て 親の役目 
子供の持っている力というものは、目に見えないし、どのくらいあるのかわかりません。何ができるかは、や

ってみないとわからないところがあります。自分のまだ見えない、どのくらいあるかわからないよさと力を信じ

て、学習や運動で自分に挑戦して自分を大きく成長させてほしいと教師も親も子供に願います。そのためにはま

ず、「ほめて育てる」ことです。子供自身によくなる自分のイメージをもたせ、努力の種を植え付けることにつ

なげることです。子供に「自分のよさに気づいて、自分を好きになり、自分を大切にし、自分を愛せる。」とい

う自尊感情を持たせることが第一です。 

 

 

 

 

今日から３学期です。１年間の出発の時であり、学校の１年間では最後の学期で勉強のまとめをするときでも

あります。強い体、強い心もつくっていきましょう。そして、６年生は小学校生活最後の学期です。委員会活動

や学校生活の決まりなど５年生にしっかりと引きついでいってくれることを期待しています。 

 
日 月 火 水 木 金 土 

 １ 
元日 

２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８    臨３ 
始業式 
下校  11:45 

９   臨３ 
 
下校  12:20 

10 

11 12 
成人の日 

13 
学校応援団感謝の会 
給食開始 
発育測定（中） 
教育相談日 
PTA 本部会 

14 
読み聞かせ 
なかよしタイム 
発育測定（高） 
避難訓練 

15 
ベルマーク回収 
委員会活動 

16 
あいさつ運動 
資源回収 

17 

18 19 
じっくりタイム 
体験型子ども 
    安全教室 

20 
音楽朝会 
PTA 運営委員会 
移動図書館 

21 
じっくりタイム 
なかよしタイム 
校外学習（６年） 

22 
さわやかタイム 
校外学習（３年） 
クラブ活動 

23 
あいさつ運動 
資源回収 

24 

25 26 
ふじみん 

チャレンジ 

27 
児童集会 
校外学習（４年） 
教育相談日 

28 
読書活動 
なかよしタイム 

29 
さわやかタイム 
クラブ活動 

30 
あいさつ運動 
資源回収 

31 

 
 
                             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

給食費振替日に引き落としができるようにご協力お願いします。１月分は，１月２６日（月）です。 

１月の行事予定 

６年生 租税教室 

賞状がいっぱいです！ ～先月に続き～     

先月に続き、駒西小からたくさんの優秀な児童が選ばれ、様々な賞をいただきました。本日、始業式の中で、校長

より直接賞状を渡しました。ここに、受賞した子供たちについて紹介いたします。大変におめでとうございます。 

第２３回「いのちを考える」読書作文コンクール 埼玉県教育委員会教育長賞      （５年） 

                            優秀賞          （５年） 

                            優秀賞          （２年） 

薬物乱用防止啓発ポスターコンクール        埼玉県薬剤師会長賞       （５年） 

「ふるさとお盆の思い出」絵画コンクール         優秀賞          （５年） 

全国児童画コンクール                  優秀賞          （５年） 

生活目標「給食に感謝しよう」 

今年度も６年生を対象にした租税教室が 12/10 に多目

的ホールで行われました。当日は川越税務署から税理

士の先生をお迎えし、税金のしくみについてわかりや

すく教えていただきました。一人一人が将来に関わる

こととして、真剣な眼差しでお話を聞いていました。

また、1 億円のサンプルを直に持ってみる体験もさせ

ていただき、その重さにみんなも驚いていました。 

税金についてのお話の様子 

1 億円の重さを体験！ 

「全国学校給食週間」が２６日（月）から３１日（土）まで開催されます。これは、子供たちに学校給食の意義

について理解させ、感謝の心をはぐくむための取り組みとして行っています。本校では、２７日（火）に本市栄養

教諭をお招きし、健康や食物の栄養についてお話ししていただく予定です。また、日頃から給食に携わっている方々

に感謝の気持ちを込めて、給食センターの方々や配膳員さんにお手紙や寄せ書きを送ります。 

 今後も、みんなで給食を食べられる素晴らしさについて子供たちに伝え、感謝の気持ちを育てながら給食をおい

しくいただきたいと思います。この機会に、ご家庭でも野菜を食べる等栄養バランスについて話し合ってみてくだ

さい。  

自分の力を信じる 「みんな一人ひとり、その人にしかない輝く力を持っています。自分には何ができるのか

を考えて、しっかりと目標を持って、それに向かって進んでほしいです。目標を達成すると、きっと大きな自

信につながりますよ」「失敗や苦労しているときこそ、伸びているとき。決してムダにしないでほしいです。自

分の素晴らしい力を信じて、ぜひ頑張ってください。」 

意見をきちんと言う  
国際宇宙ステーションで大切だったのは「仲間との信頼関係とコミュニケ―ション」でした。ステーション

ではアメリカやロシアの宇宙飛行士といっしょに食事をしたり、おしゃべりを楽しんだりしたそうです。仲間

に信頼してもらうためには、「きちんと自分の意見を言うことが大切」と言います。「学校でもクラスでも同じ

です。自分の意見をきちんと言って、そして、相手が何を言おうとしているのかをくみ取っていく。そのよう

にすれば、信頼関係が築いていけます。」と教えてくれました。(読売 KODOMO 新聞 1 月 1 日付) 

 

《親の役目》・小さなできそうなことを丁寧に積み重ねていくこと。めあてを明確にして、できたら機をとらえ

て、共に喜ぶこと。・言葉や態度にほめる喜びを表して、心から本気になってほめること。・結果だけでなく

過程や過去の姿を見てほめること。・具体的にほめること。 

 

生活目標「給食に感謝しよう」 

６年生 租税教室 


